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(57)【要約】
【課題】超音波による体内の断層画像を容易に取得する
超音波測定機を提供する。
【解決手段】超音波測定機１０は、送信信号に基づく超
音波を送信し、前記超音波の反射波に基づく受信信号を
出力する複数の超音波プローブ２０と、複数の超音波プ
ローブを被検体に固定するベルト１８と、超音波プロー
ブ２０の姿勢情報を検出する姿勢検出部４０と、姿勢情
報に基づいて超音波プローブ２０毎にターゲット方向を
決定する送信方向決定部と、決定したターゲット方向に
超音波が偏向する送信信号を超音波プローブ２０毎に生
成する送信信号生成部６２と、送信信号に基づいて超音
波プローブ２０毎に送信した超音波に応じた反射波の受
信信号を姿勢情報に基づいて補正する受信信号補正部８
２と、超音波プローブ２０毎に補正した受信信号を合成
する信号合成部８６と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信信号に基づく超音波を送信し、前記超音波の反射波に基づく受信信号を出力する複
数の超音波プローブと、
　前記複数の超音波プローブを被検体に固定する固定具と、
　前記複数の超音波プローブの姿勢を示す姿勢情報を検出する姿勢検出部と、
　前記姿勢情報に基づいて前記超音波プローブ毎に送信方向を決定する送信方向決定部と
、
　決定された前記送信方向に前記超音波を偏向させるための送信信号を前記超音波プロー
ブ毎に生成する送信信号生成部と、
　前記受信信号を前記姿勢情報に基づいて補正する受信信号補正部と、
　前記超音波プローブ毎に補正された前記受信信号を合成する信号合成部と、を備えるこ
とを特徴とする超音波測定機。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波測定機において、
　前記送信信号生成部は、遅延処理を施すことを含んで前記送信信号を生成することを特
徴とする超音波測定機。
【請求項３】
　請求項１乃至２のいずれかに記載の超音波測定機において、
　前記受信信号補正部は、前記姿勢情報に基づいて、前記超音波プローブ毎の前記受信信
号に対して遅延補正処理を施すことを特徴とする超音波測定機。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の超音波測定機において、
　前記姿勢検出部は、前記超音波プローブ毎に前記被検体に対する設置角度を検出し、検
出した前記設置角度に基づいて前記姿勢情報を算出することを特徴とする超音波測定機。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の超音波測定機において、
　前記姿勢検出部は、隣り合う前記超音波プローブとの設置角度の差異を検出し、検出し
た前記差異に基づいて前記姿勢情報を算出することを特徴とする超音波測定機。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の超音波測定機において、
　前記信号合成部で合成した前記受信信号に基づいて画像を生成し、生成した前記画像を
表示する表示処理部を備えることを特徴とする超音波測定機。
【請求項７】
　固定具により被検体に固定した複数の超音波プローブの姿勢情報を検出する検出工程と
、
　前記姿勢情報に基づいて前記超音波プローブ毎に送信方向を決定する決定工程と、
　決定された前記送信方向に前記超音波を偏向させるための送信信号を前記超音波プロー
ブ毎に生成する送信処理工程と、
　前記送信信号に基づいて前記超音波を送信する送信工程と、
　送信された前記超音波の反射波に基づく受信信号を取得する取得工程と、
　前記受信信号を前記姿勢情報に基づいて補正する補正工程と、
　前記超音波プローブ毎に補正された前記受信信号を合成する合成工程と、を有すること
を特徴とする超音波測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波測定機および超音波測定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　対象物に向けて超音波を送信し、対象物内部における音響インピーダンスの異なる界面
からの反射波を検知するための装置として、例えば人体の内部を検査するための医療用の
超音波診断装置が知られている。
　医療用の超音波診断装置は、被検者の体外から体内に超音波を照射し、体内の音響イン
ピーダンスの相違する各部位から反射して来た反射超音波を検出し、この検出信号に基づ
いて体内の断層画像等を作成して表示画面上に表示するものである。
【０００３】
　一般的な超音波検査では、医師等の検査者が超音波を送受するための超音波プローブを
把持し、そのプローブ先端の超音波送受波部を被検者の身体表面の所望の部位に押し当て
た状態で超音波走査を行う。表示画面上の超音波断層画像は所定時間間隔で更新されるか
ら、検査者は超音波プローブを当てる位置や角度などを変えながら断層画像を確認し、所
望の断層画像が得られるように超音波プローブの位置及び角度決めを行った後に、所定時
間その状態で画像の観察を続ける。
　このように検査者自身が超音波プローブを把持した状態では、検査者の手振れや被検者
の動きなどによって超音波プローブの位置ずれや角度変化が生じるため、下記特許文献１
に示すように、プローブポジションが規定された保持具に複数の超音波プローブをセット
し、保持具を所定の部位に接触させることで、その部位の超音波断層画像を取得するシス
テムが提供されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１０１６７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の保持具はその形状と超音波プローブをセットするプローブ
ポジションが固定されているため、超音波による断層画像を得ることのできる領域は保持
具の形状とプローブポジションによって決まり自由に選択できなかった。
　そこで本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、被検体の所望の部位をター
ゲットとして超音波による断層画像を容易に取得することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【０００７】
　［適用例１］
　本適用例にかかる超音波測定機は、送信信号に基づく超音波を送信し、前記超音波の反
射波に基づく受信信号を出力する複数の超音波プローブと、前記複数の超音波プローブを
被検体に固定する固定具と、前記複数の超音波プローブの姿勢を示す姿勢情報を検出する
姿勢検出部と、前記姿勢情報に基づいて前記超音波プローブ毎に送信方向を決定する送信
方向決定部と、決定された前記送信方向に前記超音波を偏向させるための送信信号を前記
超音波プローブ毎に生成する送信信号生成部と、前記受信信号を前記姿勢情報に基づいて
補正する受信信号補正部と、前記超音波プローブ毎に補正された前記受信信号を合成する
信号合成部と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　このような構成によれば、固定具により複数の超音波プローブを被検体に固定する場合
、それぞれの超音波プローブから送信される超音波の送信方向は、被検体と接する超音波
プローブの姿勢により異なるが、検出部が検出する超音波プローブの姿勢情報に応じて送
信方向を決定し、決定した送信方向に偏向する送信信号が生成され、生成された送信信号
に基づいてそれぞれの超音波プローブから超音波が送信されるため、超音波プローブの姿
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勢に依らず、複数の超音波プローブから送信される超音波の方向を制御できる。また、超
音波の反射波の受信信号は、それぞれ姿勢情報に応じて補正されて合成されるため、超音
波プローブの姿勢に依らず、受信信号を容易に合成できる。従って、検査者は、被検体の
体部の形状や超音波プローブの接触状態に注意を払い、複数の超音波プローブを保持した
状態で被検体に押し当て続ける必要がないため、超音波による検査箇所の自由度が増大す
ることに加え、超音波検査に対する検査者の負担を軽減できる。
【０００９】
　［適用例２］
　上記適用例にかかる超音波測定機において、前記送信信号生成部は、遅延処理を施すこ
とを含んで前記送信信号を生成することが好ましい。
【００１０】
　このような構成によれば、遅延処理を施した送信信号を生成することで、送信信号の位
相を制御して超音波の波面を偏向させることができる。
【００１１】
　［適用例３］
　上記適用例にかかる超音波測定機において、前記受信信号補正部は、前記姿勢情報に基
づいて、前記超音波プローブ毎の前記受信信号に対して遅延補正処理を施すことが好まし
い。
【００１２】
　このような構成によれば、受信信号に対して遅延補正処理を施すことで、受信信号の位
相を合わせることができる。
【００１３】
　［適用例４］
　上記適用例にかかる超音波測定機において、前記姿勢検出部は、前記超音波プローブ毎
に前記被検体に対する設置角度を検出し、検出した前記設置角度に基づいて前記姿勢情報
を算出しても良い。
【００１４】
　［適用例５］
　上記適用例にかかる超音波測定機において、前記姿勢検出部は、隣り合う前記超音波プ
ローブとの設置角度の差異を検出し、検出した前記差異に基づいて前記姿勢情報を算出し
ても良い。
【００１５】
　［適用例６］
　上記適用例にかかる超音波測定機において、前記信号合成部で合成した前記受信信号に
基づいて画像を生成し、生成した前記画像を表示する表示処理部を備えることが好ましい
。
【００１６】
　このような構成によれば、超音波プローブ毎に送信した超音波の反射波に基づく受信信
号を合成した画像を生成し、生成した画像を表示するため、複数の超音波による断層画像
を表示できる。
【００１７】
　［適用例７］
　本適用例にかかる超音波測定方法は、固定具により被検体に固定した複数の超音波プロ
ーブの姿勢情報を検出する検出工程と、前記姿勢情報に基づいて前記超音波プローブ毎に
送信方向を決定する決定工程と、決定された前記送信方向に前記超音波を偏向させるため
の送信信号を前記超音波プローブ毎に生成する送信処理工程と、前記送信信号に基づいて
前記超音波を送信する送信工程と、送信された前記超音波の反射波に基づく受信信号を取
得する取得工程と、前記受信信号を前記姿勢情報に基づいて補正する補正工程と、前記超
音波プローブ毎に補正された前記受信信号を合成する合成工程と、を有することを特徴と
する。
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【００１８】
　このような方法によれば、固定具により複数の超音波プローブを被検体に固定する場合
、それぞれの超音波プローブから送信される超音波の送信方向は、被検体と接する超音波
プローブの姿勢により異なるが、検出部が検出する超音波プローブの姿勢情報に応じて送
信方向を決定し、決定した送信方向に偏向する送信信号が生成され、生成された送信信号
に基づいてそれぞれの超音波プローブから超音波が送信されるため、超音波プローブの姿
勢に依らず、複数の超音波プローブから送信される超音波の方向を制御できる。また、超
音波の反射波の受信信号は、それぞれ姿勢情報に応じて補正されて合成されるため、超音
波プローブの姿勢に依らず、受信信号を容易に合成できる。従って、検査者は、被検体の
体部の形状や超音波プローブの接触状態に注意を払い、複数の超音波プローブを保持した
状態で被検体に押し当て続ける必要がないため、超音波による検査箇所の自由度が増大す
ることに加え、超音波検査に対する検査者の負担を軽減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係る超音波測定機の機能構成を示すブロック図。
【図２】（ａ）は測定ユニットの適用例を示し、（ｂ）はＡ－Ａ断面を示し、（Ｃ）は拡
大した図。
【図３】複数の超音波プローブにおける超音波ビームの進行方向の違いを示す図。
【図４】超音波素子アレイの構成を示す図。
【図５】超音波素子アレイの駆動回路を示す図。
【図６】本発明の実施形態に係る超音波測定機の処理の流れを説明するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００２１】
（実施形態）
　図１は、本実施形態による超音波測定機１０の機能構成を示すブロック図である。超音
波測定機１０は、測定ユニット１５、測定制御部５０、操作部９０および表示処理部９５
を備える。この超音波測定機１０は、被検者に体外に装着した測定ユニット１５が超音波
走査を行い、超音波走査により得られた反射波の信号を処理し、被検者の体内の断層画像
を表示する機能を備える。
　１．測定ユニット
　測定ユニット１５は、複数の超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂを備える。尚、図１では、
２台の超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂを代表して記載する。超音波プローブ２０Ａ，２０
Ｂは超音波トランスデューサー３０Ａ，３０Ｂを備える。超音波トランスデューサー３０
Ａ，３０Ｂは、電気信号（送信信号）に基づいて超音波を送信する機能と、超音波の反射
波を検知し、電気信号（受信信号）として出力する機能と、を備える。
【００２２】
　また、それぞれの超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂは、姿勢検出部４０Ａ，４０Ｂを備え
る。姿勢検出部４０Ａ，４０Ｂは、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂの姿勢を示す姿勢情報
を検出する。本実施形態では、姿勢検出部４０Ａ，４０Ｂは、加速度センサーや角速度セ
ンサーやジャイロセンサー等の角度センサー４２（図５）を想定し、姿勢に対応する超音
波プローブ２０Ａ，２０Ｂの設置角度を姿勢情報として検出する。尚、設置角度は重力方
向を基準とする角度を想定するが、これらは限定されるものではない。
　また、本実施形態では、それぞれの超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂが姿勢検出部４０Ａ
，４０Ｂを備える態様を想定するが、この態様には限定されない。例えば、超音波プロー
ブ２０Ａ，２０Ｂにおいて、一方の超音波プローブ２０Ａと、他方の超音波プローブ２０
Ｂとの設置角度の差異を姿勢情報として検出する検出手段も想定できる。
　尚、姿勢検出部４０Ａ，４０Ｂが検出したそれぞれの姿勢情報は測定制御部５０に送ら
れる。
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【００２３】
　この測定ユニット１５は、図２（ａ）に適用例を示すように、被検者の体部に装着可能
なベルト１８を有している。このベルト１８には、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂを被検
者の体部に固定する固定具であり、図２（ｂ）のＡ－Ａ断面図に示すように、被検者の体
部と対向する側に複数の超音波プローブ２０が所定間隔で設置されている。
　本実施形態では、図２（ｃ）に示すように、ベルト１８と各超音波プローブ２０との間
には、例えば、内部に空気等を充填した袋状のゴム部材１９が介在し、それぞれの超音波
プローブ２０は被検者の体部に馴染んで固定される。それぞれの超音波プローブ２０は、
体部との接触面から基準ビーム方向、即ち、超音波プローブ２０の探針面と略直交し、被
検者の体内に向かう方向に超音波のビームが送信されるように構成されている。
　尚、このベルト１８を体部に装着した場合、図３に示すように、２つの超音波プローブ
２０Ｄ，２０Ｅにおいて、捻じれた状態で体部と接触したり、体部との間に隙間が生じた
りすることが想定される。この結果、２つの超音波プローブ２０Ｄ，２０Ｅにおける超音
波のビームの進行方向に違いが生じる。例えば、各超音波プローブ２０から送信される超
音波の進行目標をターゲット方向（送信方向）ＴＧとすると、超音波プローブ２０Ｄでは
基準ビーム方向ＨＤに対して角度（ｄ）の差が生じる。また、超音波プローブ２０Ｅでは
基準ビーム方向ＨＥに対して角度（ｅ）の差が生じる。
【００２４】
　本実施形態では、超音波プローブ２０は、測定制御部５０からビーム方向の補正を指示
する送信信号を受け付けた場合、送信信号に基づいて超音波に対して遅延処理を施し、そ
れぞれの基準ビーム方向の送信角度と異なる方向にビームの焦点を合わせることができる
。
　例えば、超音波プローブ２０Ｄは、測定制御部５０からビーム方向を角度（ｄ）の補正
を指示する送信信号を受け付けた場合、遅延処理を施して超音波の位相を制御し、基準ビ
ーム方向ＨＤと角度（ｄ）異なるターゲット方向ＴＧに偏向した超音波を送信する。同様
に、超音波プローブ２０Ｅは、測定制御部５０からビーム方向を角度（ｅ）の補正を指示
する送信信号を受け付けた場合、遅延処理を施して超音波の位相を制御し、基準ビーム方
向ＨＥと角度（ｅ）異なるターゲット方向ＴＧに偏向した超音波を送信する。
　尚、超音波プローブ２０における基準ビーム方向は、それぞれの姿勢検出部４０（図示
せず。）が検出する姿勢情報により規定される。同様に、３つ以上の超音波プローブ２０
の場合もそれぞれの姿勢情報に基づいて基準ビーム方向をそれぞれ取得できる。
　ここで、超音波トランスデューサー３０Ａ，３０Ｂの駆動方法について、超音波素子ア
レイ３５の構成を示す図４、および超音波素子アレイの駆動回路を示す図５を参照して説
明する。
　超音波トランスデューサー３０Ａ，３０Ｂは、圧電素子のような超音波素子ＵＥをマト
リックスアレイ状に配列し、行および列毎に配線を設けることで行方向および列方向にビ
ームを走査する超音波素子アレイ３５をそれぞれ有している。
【００２５】
　超音波プローブ２０は、超音波素子アレイ３５を駆動させる回路として、第１の信号生
成回路３２、第２の信号生成回路３４、送受信切り替えスイッチ（Ｔ／Ｒ＿ＳＷ）２２、
アナログフロントエンド（ＡＦＥ）２４および制御回路（ＣＮＴＬ）２６を備える。
　第１の信号生成回路３２および第２の信号生成回路３４は、マルチプレクサー（ＭＵＸ
）３６やパルス信号発生器（ＨＶ＿Ｐ）３８をそれぞれ備える。ＭＵＸ３６は、超音波ト
ランスデューサー３０Ａ，３０Ｂを駆動させる駆動電圧と、受信信号とのチャンネル切り
替えを行う。また、ＨＶ＿Ｐ３８は、超音波素子ＵＥを駆動するための信号（パルス）を
生成する。
　Ｔ／Ｒ＿ＳＷ２２は送信時および受信時の信号の切り替えを行う。また、ＡＦＥ２４は
受信信号の増幅、ゲイン設定、周波数設定およびＡ／Ｄ変換機能を備える。また、ＣＮＴ
Ｌ２６は、ＨＶ＿Ｐ３８に対する駆動信号の位相や周波数の制御、第２の信号生成回路３
４に対する駆動電圧の電圧勾配制御、および、角度センサー４２からの出力信号に基づい
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て角度の算出処理や姿勢情報の送信処理を行う。
【００２６】
　第１の信号生成回路３２は、第１～第１２の第１方向端子Ｘ１～Ｘ１２に対して、第１
の駆動電圧ＶＤＲ１～ＶＤＲ１２を供給する。また、第２の信号生成回路３４は、第１～
第８の第２方向端子Ｙ１～Ｙ８に対して、互いに異なる電圧の第２の駆動電圧ＶＣＯＭ１
～ＶＣＯＭ８を供給する。
　第１の信号生成回路３２および第２の信号生成回路３４は、測定制御部５０から送られ
る送信信号に基づいて、第１の駆動電圧ＶＤＲ１～ＶＤＲ１２および第２の駆動電圧ＶＣ
ＯＭ１～ＶＣＯＭ８を適切に制御することで、超音波のビームを生成することに加え、生
成したビームを送信する方向を制御できる。
　例えば、第１の信号生成回路３２および第２の信号生成回路３４は、第１の駆動電圧Ｖ
ＤＲ１～ＶＤＲ１２および第２の駆動電圧ＶＣＯＭ１～ＶＣＯＭ８を供給するタイミング
に時間差を設けて遅延させたり、第２の駆動電圧ＶＣＯＭ１～ＶＣＯＭ８に電圧勾配を設
けたりすることで、超音波のビームを所望の方向に偏向させたり、ビームを電子的にフォ
ーカスさせたり、ビームの方向をスキャン方向（Ｄ２）にスキャンさせたりできる。尚、
第１の信号生成回路３２および第２の信号生成回路３４の制御方法の詳細については、例
えば、特開２００６－６１２５２号公報に説明されている。
【００２７】
　２．測定制御部
　図１に戻り、測定制御部５０について説明する。測定制御部５０は、送信処理部６０、
ビーム方向検出部７０および受信処理部８０を備える。尚、本実施形態では、測定制御部
５０は、何れも図示を略した、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭおよび記憶装置等をハードウェア
として備え、これらのハードウェアと、ＲＯＭや記憶装置に記憶されたソフトウェアと、
が協働することで、各機能部の機能を実現している。
　ビーム方向検出部７０は、姿勢検出部４０Ａ，４０Ｂから送られる姿勢情報を取得し、
取得した姿勢情報に基づいて、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂからそれぞれ送信される基
準ビームの方向をそれぞれ検出する。ビーム方向検出部７０が検出した基準ビームの方向
に関する情報は、送信処理部６０および受信処理部８０に送られる。
　送信処理部６０は、送信信号生成部６２および送信方向決定部６４を備える。
　送信方向決定部６４は、測定ターゲットと、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂの基準ビー
ムの方向に関する情報と、に基づいて、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂ毎に超音波を送信
するターゲット方向を決定する。測定ターゲットは、検査者が操作部９０を操作して予め
決定した被検者の体内の目標部位である。送信方向決定部６４は、超音波プローブ２０Ａ
，２０Ｂが送信する超音波のビームを測定ターゲットに偏向させるターゲット方向を決定
し、ターゲット方向を示すターゲット方向情報を送信信号生成部６２と受信処理部８０に
送る。
【００２８】
　送信信号生成部６２は、ターゲット方向情報に基づいて、超音波プローブ２０Ａ，２０
Ｂ毎に送信する送信信号を生成し、生成した送信信号をそれぞれの超音波プローブ２０Ａ
，２０Ｂに送る。超音波トランスデューサー３０Ａ，３０Ｂは、それぞれの送信信号に基
づいてターゲット方向に偏向するように超音波を送信する。この結果、送信された超音波
のビームはぞれぞれのターゲット方向に偏向される。
　尚、送信信号は、送信される超音波のターゲット方向を指示するだけではなく、超音波
トランスデューサー３０Ａ，３０Ｂに供給する駆動電圧の遅延を制御することで、測定タ
ーゲットに対して線焦点や点焦点を結ぶように指示しても良い。
　受信処理部８０は、受信信号補正部８２および信号合成部８６を備える。
　受信信号補正部８２は、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂで送信した超音波が体内の部位
において音響インピーダンスの異なる界面で反射された反射波に基づく受信信号を補正す
る。本実施形態では、受信信号補正部８２は、基準ビームの方向に関する情報やターゲッ
ト方向情報に基づいて、超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂ毎に受信信号に対して時間的な遅
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延を補正する遅延補正処理を施し、それぞれの受信信号の位相を合わせる。信号合成部８
６は、遅延補正処理を施した超音波プローブ２０Ａ，２０Ｂ毎の受信信号を合成（整相加
算）する。受信処理部８０は、合成された受信信号に対して、フィルタリング処理、増幅
処理および検波処理等を施した後、受信信号を表示処理部９５に送る。
　表示処理部９５は、受信信号に基づいて断層画像等の画像信号を生成し、生成した画像
信号をディスプレイ装置等に表示する。
【００２９】
　図６は、超音波測定機１０による測定処理の流れを示すフローチャートである。この処
理が開始されると、測定制御部５０のＣＰＵは、測定を開始するための初期設定を行う（
ステップＳ１００）。
　続いて、ＣＰＵは、超音波プローブ２０毎に処理を開始し、対象とする超音波プローブ
２０の姿勢情報に基づいて、ビーム方向を検出する（ステップＳ１０２）＜検出工程＞。
　続いて、ＣＰＵは、測定ターゲットと、ビーム方向と、に基づいて、超音波のターゲッ
ト方向を決定する（ステップＳ１０４）。
　続いて、ＣＰＵは、ターゲット方向に応じた送信信号を生成し（ステップＳ１０６）＜
送信処理工程＞、送信信号に基づく超音波を対象とする超音波プローブ２０から送信する
（ステップＳ１０８）＜送信工程＞。
　続いて、ＣＰＵは、対象とする超音波プローブ２０を受信モードに切り替える（ステッ
プＳ１１０）。
　続いて、ＣＰＵは、対象とする超音波プローブ２０が検知した反射波に基づく受信信号
を取得する（ステップＳ１１２）＜取得工程＞。
　続いて、ＣＰＵは、超音波のターゲット方向に基づいて受信信号を補正する（ステップ
Ｓ１１４）＜補正工程＞。
【００３０】
　続いて、ＣＰＵは、対象とする全ての超音波プローブ２０の受信信号を取得したか、否
かを判定する（ステップＳ１１６）。
　ここで、ＣＰＵは、対象とする全ての超音波プローブ２０の受信信号を取得していない
と判定した場合（ステップＳ１１６でＮｏ）、受信信号を取得していない超音波プローブ
２０を次の対象としてステップＳ１０２に戻る。
　他方で、対象とする全ての超音波プローブ２０の受信信号を取得したと判定した場合（
ステップＳ１１６でＹｅｓ）、ＣＰＵは、取得した超音波プローブ２０の受信信号を合成
する（ステップＳ１１８）。
　続いて、ＣＰＵは、合成した受信信号に対してスケーリング処理を含む種々の処理を施
す（ステップＳ１２０）＜合成工程＞。
　続いて、ＣＰＵは、受信信号に基づく画像を表示し（ステップＳ１２２）、一連の測定
処理を終了する。
【００３１】
　以上述べた実施形態によれば、以下のような効果を奏する。
　（１）超音波により人体の内部を診断する測定ユニット１５は、ベルト１８を体部に装
着して測定を開始すると、体部との接触状態に応じて異なる複数の超音波プローブ２０の
基準ビーム方向がそれぞれ検出され、基準ビーム方向に基づいて超音波が所望の測定ター
ゲットに向かう超音波が超音波プローブ２０毎に送信される。従って、検査者は、従来の
ように複数の超音波プローブ２０を測定ターゲットに合わせて調整したり、測定ユニット
１５を保持したりする手間が省けることに加え、測定箇所を選択する自由度が向上するた
め、測定に要する時間を短縮でき、検査者に対する負担を軽減することができる。
　（２）また、送信された超音波が体内で反射した反射波は、超音波プローブ２０毎に受
信信号として受信され、基準ビーム方向の情報に基づいて遅延補正処理された後、複数の
受信信号は合成されて画像として表示される。従って、複数の受信信号は、それぞれの基
準ビーム方向の情報に基づいて補正されて合成されるため、受信信号の処理に要する時間
短縮を図ることができる。
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【００３２】
　本発明の実施形態について、図面を参照して説明したが、具体的な構成は、この実施形
態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる。例
えば、合成した受信信号に基づいて断層画像等の画像信号を生成する態様には限定されず
、所定の形式にフォーマットされた計測データとして記憶装置に記憶されたり、パーソナ
ルコンピューター等の情報処理装置に対して送信されたりする態様も想定できる。
　また、超音波プローブ２０はベルト１８に設置された態様には限定されず、検査に応じ
て１つの超音波プローブ２０、または複数の超音波プローブ２０を組み合わせ、超音波プ
ローブ２０を粘着シール等で体部に貼付する態様も想定できる。
　また、以上のような手法を実施する装置は、単独の装置によって実現される場合もあれ
ば、複数の装置を組み合わせることによって実現される場合もあり、各種の態様を含むも
のである。
　各実施形態における各構成及びそれらの組み合わせは一例であり、本発明の趣旨から逸
脱しない範囲内で、構成の付加、省略、置換およびその他の変更が可能である。また、本
発明は実施形態では限定されるものではなく、クレームの範囲によってのみ限定される。
【符号の説明】
【００３３】
　１０…超音波測定機、１５…測定ユニット、１８…ベルト、１９…ゴム部材、２０，２
０Ａ～２０Ｅ…超音波プローブ、２２…Ｔ／Ｒ＿ＳＷ、２４…ＡＦＥ、２６…ＣＮＴＬ、
３０Ａ，３０Ｂ…超音波トランスデューサー、３２…第１の信号生成回路、３４…第２の
信号生成回路、３５…超音波素子アレイ、３６…ＭＵＸ、３８…ＨＶ＿Ｐ、４０，４０Ａ
，４０Ｂ…姿勢検出部、４２…角度センサー、５０…測定制御部、６０…送信処理部、６
２…送信信号生成部、６４…送信方向決定部、７０…ビーム方向検出部、８０…受信処理
部、８２…受信信号補正部、８６…信号合成部、９０…操作部、９５…表示処理部。

【図１】 【図２】
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